
　　静岡県農協電算センターは静岡県下18のJA

(農業協同組合)から業務委託を受けて経済事業

の電算システムを共同運用する目的で、昭和53年に

設立された。平成9年には静岡経済連の業務も一体

的に処理する新システムが稼働した。その一方

で、平成9年から基幹業務を補完する情報系ネッ

トワークとして「静岡県のJAネットワーク」を構築し、

インターネットへの接続、JA内の情報発信、組合員

への農業情報の発信を展開運用している。同社

は静岡県のJAネットワークの統括責任者として、

平成16年3月にハードウェア／ソフトウェアの資産

管理や運用管理のために、ハンモックの

「AssetView HYPER」A、D、O、Sを導入し、管理の

効率化に取り組んでいる。そこで「AssetView

HYPER」の活用についてお話を伺った。

　　PC資産管理ツールの導入の背景について、大

石参事にお話しいただいた。

「静岡県のJAネットワークは、平成9年に基幹業務の

補完システムを動かすネットワークとして本店のみを

接続する形から始まりました。その後、インター

ネット・イントラネットの利用、グループウェアの利

用と活用の幅が広がり、平成14年には、県下の

全JAの本店と600ヶ所の支店が接続されました。

現在は、電子帳票システムである「NEOSS」や全

国標準JA日計・経営管理システムである

「Compass-JA」などクライアントサーバシステムに

活用されています。その為、基幹業務でPCが使

われる機会も増え、静岡県のJAネットワークに接

続されるPCは、年々増加しています。PCの管理

は各JAの管理担当者が行っていますが、IPアド

レスの管理やハードウェアの情報、ソフトウェアの

導入や更新、ライセンス管理を各支店を回って作

業したりと管理担当者の手を煩わせることが多く、

負担を軽減させる方法はないかと考えていまし

た。ちょうど、PC資産管理ツールの存在を知り、こ

の問題を解決するには一番効果的であろうという

判断から、導入のための検討をはじめました。」

　市販されているPC資産管理ツールの中から、

4製品に絞って比較検討を行った結果、AssetView

HYPERを導入することに決定した理由を情報企



画グループの乾主査は次のようにコメントしてい

る。

「まず挙げられるのがソフトウェア配布の簡便さで

した。他社の製品は配布までに複雑な設定やス

クリプトなどを作成する必要があり、運用が大変

だと感じました。その点、AssetView HYPERは、

導入や設定も簡単で使いやすいといった印象を

受けました。また、製品のラインナップも多数あ

り、必要な機能だけを選択して導入でき、価格面

でも優れていました。」また、「非常駐型で、余分

な機能がないのでPCに与える負荷を抑えられる

点もいいと思いました。」

　静岡県のJAネットワークでは、当面必要な機能

として、資産管理、ソフトウェア配布、リモートコン

トロール、不正接続PCの検出の4つの導入を決

定した。

　 AssetView HYPERの導入効果は、各JA単位

の資産管理が容易になったことがあげられる。

AssetView HYPERは部門単位の管理機能(部門

のみの資産管理View機能)がないため、集計さ

れたデータを各JA単位で管理できるように、農協

電算センターでカスタマイズし、「IT資産管理シ

ステム」として提供している。各JAの管理担当者

のPCからブラウザを利用して、さまざまな角度から

資産情報を検索し、管理・閲覧できるようにしてい

る。(画面1参照)

　このIT資産管理システムにより、以下の管理が

可能になった。

▼ハードウェア情報把握

ハードウェアの基本情報であるOS、CPU、メモ

リ、ディスク容量などに加え、資産管理番号など

が一元管理でき、IPアドレスの管理やPCの更新

計画に役立てたり、インストールされているソフト

ウェアの使用状況が管理できる。

▼ソフトウェアライセンス管理

各JAのPCにインストールされているソフトウェア

の名称とインストール台数が一元管理でき、必要

なライセンス数が正確に把握でき、ライセンスの

購入計画に役立てたり、適切なライセンス管理が

できる。

 また、懸案のソフトウェア配布については、Asset

View HYPER Dが各パソコンに導入され、ソフト

ウェアのバージョンアップや、新規のソフトウェア

を迅速に展開できるインフラが構築された。

　今後の計画について、鈴木主査は次のように

語っている。

「平成17年4月に個人情報保護法が施行され、

静岡県のJAでもセキュリティ監査の実施など、セ

キュリティ強化を図る必要性が強くなってきてい

る。」静岡県のJAネットワークでは、以下の課題を

平成17年度上期に着手し、下期には実施に移し

たいと考えている。

▼メールやインターネットアクセスの監査

電子メールやインターネットのアクセスをすべて

記録し監査することにより、情報漏洩や業務外利用

への抑止力を働かせたい。

▼不正接続PCの検知と遮断

持ち込みPCなどの不正接続の検知のみならず、ネット

ワークにつなぐことができないようにしたい。

▼パソコンの操作履歴

ファイルへのアクセスやプログラムの起動の履歴

を管理することで、個人情報や機密情報へのアクセ

スを管理したい。

 これらのセキュリティ強化策については、ハンモッ

クが2005年3月にリリースした「個人情報保護法対

策パッケージ」で実現できる。ハンモックでは、静

岡県のJAに大いに期待を寄せている。
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